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～藤枝駅前一丁目９街区第一種市街地再開発事業～ 

● １１月２５日より再開発ビルの新築工事に着手 

● 現在、高さ約６７ｍの高層建築物を支える基礎部分の工事を実施中 
 
昨年１１月２５日に着手した駅前一丁目９街区第一種市

街地再開発事業の施設建築物新築工事は、施工者の鉄建建設

㈱名古屋支店により、安全かつ順調に進められています。 

現在は、地上２１階、高さ約６７ｍの高層建築物を支える

基礎部分の工事を実施しています。 

基礎部分は地下約５ｍの位置に施工するため、地盤を深く

掘り下げています。その際、周辺の地盤が沈下したり崩れた

りしないよう『土留（どど）め工法』という土を押さえる壁

（Ｈ形鋼の杭を打ち、その杭間に木製の板を取付）を設置し、安全を確保し

ながら施工しています。また、地下水が工事に影響を及ぼさないよう、現場

内に深い井戸を掘り、水中ポンプで現場周辺の地下水位を下げる『ディープ

ウェル工法』も併せて行い、安全な作業環境のもとに順調に工事が進められ

ています。 

今後は、４月上旬頃まで強固なコンクリート基礎『マットスラブ』の施工

を行っていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要約すると 

 

ﾃﾞｨｰﾌﾟｳｪﾙ↗ ↖土留め 


